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ジ
ャ
ト
ロ
フ
ァ
っ
て
何
？

ジ
ャ
ト
ロ
フ
ァ
は
ア
フ
リ

カ
・
イ
ン
ド
・
南
ア
メ
リ
カ

な
ど
の
比
較
的
に
高
温
乾
燥

の
地
域
に
自
生
し
て
い
る
植

物
で
す
。
パ
ラ
グ
ア
イ
で
も

生
育
し
て
い
ま
す
。
日
本
名

で
は
南
洋
油
桐
と
言
い
ま
す
。

.

ジ
ャ
ト
ロ
フ
ァ
の
特
徴
は
？

降
雨
量
四
百
ｍ
ｍ
以
下
で

も
生
き
延
び
、
干
ば
つ
や
害

虫
に
強
く
、
伝
統
的
に
は
絞
っ

て
得
ら
れ
た
油
か
ら
石
け
ん
、

植
物
油
、
有
機
肥
料

(

絞
り

か
す)

と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。

ど
う
し
て

ジ
ェ
ト
ロ
フ
ァ
な
の
？

ジ
ャ
ト
ロ
フ
ァ
は
種
子
か

ら
油
を
採
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
（B

D
F
)

の
原
料
に
も
な

り
ま
す
。
環
境
負
荷
が
低
く
、

石
油
代
替
燃
料
と
し
て
の
可

能
性
を
持
つ
て
い
ま
す
。

パ
ー
ム
油
な
ど
と
違
い
、
他

に
特
段
利
用
価
値
が
な
い
た

め
、
工
業
的
利
用
法
と
し
て

は

食
品
利
用
そ
の
他
の
利

用
法
と
競
合
し
ま
せ
ん

。

ジ
ェ
ト
ロ
フ
ァ
の

現
実
的
活
用
に
つ
い
て

マ
リ
の
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
ト

ゴ
ラ
氏
よ
り
、
サ
ハ
ラ
砂
漠

が
南
下
し
、
砂
漠
化
が
進
行

す
る
マ
リ
共
和
国
の
現
状
に

つ
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を

見
な
が
ら
の
報
告
が
あ
っ
た
。

砂
漠
化
の
原
因
す
な
わ
ち

燃
料
確
保
と
そ
れ
を
売
っ
て

現
金
収
入
を
得
て
、
生
活
す

る
村
人
。

そ
の
解
決
策
と
し
て
、

「
ジ
ェ
ト
ロ
フ
ァ
の
木
の
植

林
に
よ
り
、
砂
漠
化
の
進
行

を
防
ぎ
（
砂
防
林
）
、
同
時

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
（
実

か
ら
良
質
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン

ジ
ン
の
燃
料
が
取
れ
る
）
を

行
い
ま
す
。
井
戸
に
デ
ィ
ー

ゼ
ル
ポ
ン
プ
を
設
置
し
、
水

汲
み
の
重
労
働
か
ら
女
性
を

解
放
し
、
さ
ら
に
、
地
位
の

低
い
女
性
た
ち
の
現
金
収
入

を
得
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、

ジ
ェ
ト
ロ
フ
ァ
の
実
か
ら
と

れ
た
油
を
石
鹸
に
加
工
し
、

輸
出
す
る
ひ
と
つ
の
産
業
と

し
て
女
性
を
中
心
に
進
め
て

い
ま
す
。
」

インドでのジェトロファの畑ジェトロファの実 ジェトロファの花



荒地から油を！！
インドにおけるジャトロファ プロジェクト

産
し
、
そ
の
オ
イ
ル
は
工
場
に
お
い
て

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
と
し
て
燃
料
と
な

る
事
を
教
え
て
い
る
。
村
人
は
ジ
ェ
ト

ロ
フ
ァ
が
彼
ら
の
収
入
源
に
な
る
事
が

分
か
り
始
め
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
侵

食
さ
れ
、
塩
分
を
含
む
荒
地
で
あ
り
、

と
く
に
日
照
り
の
続
い
た
年
は
月
の
表

面
の
よ
う
に
見
え
て
い
た
。

そ
の
為
に
、
ダ
イ
ム
ラ
ー
ベ
ン
ツ
社
は

二
〇
〇
三
年
一
月
よ
り
イ
ン
ド
と
ド
イ

ツ
の
専
門
家
と
と
も
に
土
地
の
侵
食
と

土
地
の
劣
化
を
防
ぎ
、
貧
困
を
撲
滅
す

る
こ
と
を
願
っ
て
ジ
ェ
ト
ロ
フ
ァ
を
植

て
き
た
。
現
在
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
は

七
〇
％
の
オ
イ
ル
を
輸
入
し
て
い
る
。

イ
ン
ド
輸
入
額
の
全
体
の
三
〇
％
に
な
っ

て
い
る
。
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
生
産

は
今
後
の
イ
ン
ド
の
経
済
に
と
っ
て
大

き
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

土
地
の
再
生
に
と
っ
て
も
ジ
ャ
ト
ロ
フ
ァ

の
植
林
は
大
き
く
寄
与
す
る
で
し
ょ
う
。

燃
料
を
耕
作
で
き
る
か
？

（
ダ
イ
ム
ラ
ー
ベ
ン
ツ
社
報
告
）

ジ
ェ
ト
ロ
フ
ァ
は
イ
ン
ド
の

荒
地
を
再
生
す
る
。
そ
の
実
は

デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
を
生
産
し
、
多

く
の
現
地
の
農
民
に
新
し
い
収

入
の
道
を
与
え
て
い
る
。
グ
ジ
ャ

ラ
ー
ト
（
イ
ン
ド
の
州
）
に
お

け
る
村
人
の
生
活
の
糧
は
そ
の

土
地
で
何
が
生
育
す
る
か
に
か

か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
雨
量

が
少
な
く
、
土
地
が
痩
せ
て
い

る
為
に
限
ら
れ
た
農
地
に
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
と
綿
と
野
菜
が
少
し

採
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
赤
茶
け

た
土
壌
は
堅
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
よ
う
に
堅
く
、
多
く
の
石
が

転
が
っ
て
い
る
。
モ
ン
ス
ー
ン

の
雨
が
降
っ
た
後
、
数
週
間
は

表
面
は
緑
の
草
で
覆
わ
れ
る
だ

け
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
土
地
で
も
ジ
ャ

ト
ロ
フ
ァ
の
苗
（
二
五
ｃ
ｍ
）

を
植
え
、
既
に
十
ヘ
ク
タ
ー
の

土
地
に
ジ
ャ
ト
ロ
フ
ァ
が
育
っ

て
き
て
い
る
。
ジ
ャ
ト
ロ
フ
ァ

に
よ
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生

産
計
画
は
未
だ
初
期
の
段
階
で

あ
る
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
の
村

人
が
ジ
ャ
ト
ロ
フ
ァ
に
抱
い
て

い
た
疑
い
の
思
い
は
今
は
デ
ィ

―
ゼ
ル
の
畑
と
し
て
希
望
を
与

え
始
め
て
い
る
。

勿
論
、
未
だ
完
全
に
村
人
が
ジ
ャ
ト

ロ
フ
ァ
の
成
功
を
確
信
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
と
し
て
も
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
村
人
を
仕
事
を
与
え
、
す
で
に

オ
イ
ル
の
種
が
実
り
始
め
て
い
る
。
ハ

シ
バ
ミ
の
実
ほ
ど
の
大
き
さ
の
ジ
ャ
ト

ロ
フ
ァ
の
実
は
そ
こ
に
含
ま
れ
る
油
の

量
が
と
て
も
豊
富
で
あ
る
。
そ
の
実
は

油
が
豊
富
で
た
ん
ぱ
く
質
が
豊
富
で
あ
っ

て
も
そ
れ
は
毒
性
が
あ
る
の
で
食
用
に

は
出
来
な
い
。
そ
の
た
め
、
今
ま
で
ジ
ャ

ト
ロ
フ
ァ
は
畑
を
荒
ら
す
動
物
か
ら
畑

を
守
る
た
め
に
ジ
ャ
ト
ロ
フ
ァ
を
垣
根

と
し
て
用
い
て
き
た
。
し
か
し
、
専
門

家
は
村
人
に
油
か
ら
デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
生



レダにおける今後3年の主要プロジェクト（試案）
ジャトロファ、タルタゴからのバイオディーゼル製造

０６年１０月 ０７年１０月 ０８年１０月
上半期 油６０００Ｌ／月生産 優良品種確定
試験栽培 ３ｈ １００ｈ栽培 委託栽培
データー収集と分析 製造施設建設開始 大規模農地
テスト（搾油とディーゼル製造） 中型搾油機、製造機の購入 （１０００ｈ）

油品質調査管理 大規模精製プラント

エンジン走行テスト
１０ｈの土地の準備 販売基盤の確立

下半期
栽培方法論の検討と確立
大手研究機関との連携
バイオディーゼル市場調査
１０ｈ栽培
１００ｈ土地造成（ブルドーザーの購入）
製造施設建築準備（小規模プラント検討）

公害対策、農地申請
水と電気の施設
その他

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
っ
て

ど
ん
な
燃
料
？

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
は
、

石
油
か
ら
作
ら
れ
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
（
軽
油
）
よ
り
、
環
境
と
健

康
へ
の
害
が
少
な
い
バ
イ
オ
原
料

の
再
生
可
能
な
燃
料
で
す
。

ど
ん
な
車
で
も
船
で
も
発
電
機

で
も
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
で

動
く
機
械
な
ら
改
造
す
る
必
要
も

な
く
、
そ
の
ま
ま
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
を
タ
ン
ク
に
注
ぎ
込
ん

で
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

む
し
ろ
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
方

が
エ
ン
ジ
ン
は
滑
ら
か
に
稼
動
し

長
持
ち
す
る
。
造
り
方
は
比
較
的

簡
単
で
、
設
備
の
コ
ス
ト
も
少
な

く
て
生
産
が
可
能
で
あ
る
。

長
所
。

一
．
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
排
ガ

ス
は
石
油
か
ら
の
軽
油
の
燃
焼
し

た
時
よ
り
最
高
七
五
％
綺
麗
に
す

る
こ
と
が
出
来
る
。

二
．
二
酸
化
硫
黄
は
排
出
さ
れ
な

い
。
（
バ
イ
オ
に
は
硫
黄
分
な
し
）

三
．
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の

排
ガ
ス
が
オ
ゾ
ン
（
ス
モ
ッ
ク
）

を
形
成
す
る
可
能
性
は
石
油
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
（
軽
油
）
の
半
分
。

ジェトロファを試験農場に植えるジェトロファの実
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電
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〇
四
四
ー
八
二
九
ー
二
八
二
一

Ｆ
ａ
ｘ

八
二
九
ー
二
八
二
〇

会
費
納
入

郵
便
口
座

一
〇
一
八
〇
ー
七
七
六
八
〇
四
七
一

代
表

柴
沼
邦
彦

二
〇
〇
六
年
度

環
境
セ
ミ
ナ
ー

第
四
回

十
二
月
一
七
日

午
前
一
〇
時
ー
午
後
五
時
ま
で

場
所:

南
北
米
福
地
開
発
協
会
事
務
局

費
用

三
千
円
（
昼
食
付
き
）

内
容

地
球
温
暖
化
と
植
樹
の
重
要
性
、

レ
ダ
開
発
に
つ
い
て

詳
細
は
後
ほ
ど
連
絡
し
ま
す
。

南北米福地開発セミナー（１１月３日ー４日）

レダでの植樹活動にご協力ください。

川
崎
に
お
い
て
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
、

十
六
歳
才
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の
四
十

名
近
い
参
加
者
が
熱
心
に
講
師
の
話
に
耳

を
傾
け
て
お
り
ま
し
た
。
次
回
は
二
月
十

七
日-

十
八
日
に
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
の
内
容

人
間
と
自
然
の
調
和
を
成
す
に
は
？

地
球
環
境
保
全
を
い
か
に
成
す
か
？

レ
ダ
開
発
の
歩
み
と
今
後
等

参
加
者
の
感
想
。

『
地
球
の
温
暖
化
は
十
七
歳
の
時
よ
り

感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
具
体
的
に
為
す
す

べ
の
無
い
無
力
さ
を
感
じ
な
が
ら
通
り
過

ぎ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
て
具
体

的
に
防
ぐ
方
法
を
知
り
、
何
と
か
協
力
、

貢
献
し
て
い
き
た
く
思
い
ま
す
。
』

主
婦

五
十
六
歳

『
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
の
七
年
の
報
告
を
聞
き
、

自
分
で
も
出
来
る
範
囲
で
物
心
両
面
の
援

助
を
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
青

年
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
立
場
で
一
度
、

参
加
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
』

会
社
員

五
十
二
歳

『
環
境
問
題
に
つ
い
て
は
以
前
か
ら
関
心

を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
日
の
お
話
を
聞

き
、
改
め
て
危
機
感
を
抱
く
と
共
に
重
要

性
を
感
じ
ま
し
た
』
会
社
員

四
十
二
歳

チバトの木の花が満開（レダにて）


